
2021 年度医学部医学科一次入学試験 理科（化学）の不適切問題について 

 

 2 月 11 日（木・祝）に実施した医学部医学科一次試験、理科（化学）の問題について、

試験開始後の検証作業において大問 1 問 3 についての疑義が生じました。 

 作問者並びに学内関係者により検討した結果、当該問題は不適切な設問であると判断し、

以下の通り対応いたします。 

 

【疑義】 

 

問題中、オゾンの濃度を測定するため、ヨウ化カリウム水溶液に中性下でオゾンを含む気流

を吹き込み、オゾンとヨウ化カリウムを反応させ、さらに遊離したヨウ素をチオ硫酸ナトリ

ム水溶液で滴定する操作を記述した 2 つの式 

 

O3 + □a KI + □a H2O →  Ⅰ  +  Ⅱ  + □a  Ⅲ    (1) 

 Ⅰ  + □a Na2S2O3 → □a  Ⅳ  + Na2S4O6       (2) 

 

を完成させる数字□a と、化学式□Ⅰ ,□Ⅱ ,□Ⅲ ,□Ⅳを問うたが、式(1),(2)は、正しくは 

O3 + 2 KI + H2O → I2 + O2 + 2 KOH         (1) 

 

I2+ 2Na2S2O3 →  2NaI + Na2S4O6          (2) 

 

であり、H2O の係数を□a としたため式(1)が成立しなくなった。 

問 4,問 5,問 6 は式(1),(2)が現れる文章とは独立した問題であるので、数値□a とは無関係で

ある。 

問 1,問 2 は式(1) ,(2)が現れる文章中の穴埋めであるが、文章が表す酸化還元の現象（定性

的な説明）は式(1) ,(2)の係数が何であっても変わらないため、数値□a とは無関係である。 

問 3 は式(1),(2)の内容を問うものであり、問 7 には式(2)に関する言及があるため数値□a

が関係する。 

 



【対応】 

問 3,問 7 を全員正解とする。 

 

 採点の修正による得点変動については、理科の他の科目の得点を鑑みながら検討し、化学

を選択しなかった受験者に不利にならないように一次合格者の決定をいたします。 

 

上記のような不適切な出題があったことを受験生に深くお詫び申し上げます。 

本学と致しましては、不適切な出題が生じたことを厳粛に受け止め、再発防止に努めてま

いります。 
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